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もんじゅの概況



2

「もんじゅ」主要工程

＊完成検査済証の交付をもって、改造工事の本体工事がすべて完了

改良型温度計の確認

10~12

平成

２０年度

1~37~94~61~310~127~94~61~310~127~94~61~3

平成１９年度平成１８年度平成１７年度
平成

16年度

設備点検

制御棒駆動装置運転試験、
燃料取替、燃料外観確認、
原子炉格納容器漏えい率試験など

プラント確認試験

照明器具の撤去、仮設電源の設置、
床、壁の穴あけ工事、扉・ハッチ改造など

準備工事

本 体 工 事

２次冷却系温度計の交換・撤去工事、
ナトリウム漏えいに対する改善工事、
蒸発器ブローダウン性能の改善工事

改造工事進捗率（4月末現在）
約９６％

工事確認試験進捗率（5月24日現在）
全８６項目中４１項目終了

5/23完了＊

窒素ガス貯蔵タンク据付工事

工事確認試験

セルモニタ機能試験

２次冷却系関連試験

ナトリウム充填試験開始

緊急ドレン模擬試験

窒素ガス注入設備機能試験

蒸発器ブロー動作確認試験

総合漏えい監視システム機能試験



3

液体窒素貯蔵タンク
窒素ガス
供給タンク

蒸発器

窒素ガス供給系（既設）

窒素ガス需要先

（１次系等）

窒素ガス注入機能の追加

窒素ガス
貯蔵タンク

(3200Nm3/基)

漏えいナトリウムの燃焼を抑制するとともに再燃焼を防止し、
施設への影響を抑制するため、窒素ガス注入機能を追加した。

２
次
冷
却
系
Ａ
・Ｂ
ル
ー
プ

炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
系
な
ど

２次冷却系Ｃループ

主冷却系室区画 空気冷却器室区画 タンク室区画

空気冷却器

窒素ガス注入

原子炉補助建物内

長期に窒素を注入する
ために既設に接続

屋外

注入対象区画に人がいないことを扉の鍵管理、監視カメラ、
ＰＨＳ、ページングなどにより確認した後に窒素ガスを注入

窒素ガス注入設備 概要図
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窒素ガス貯蔵タンク据付工事
２次系室内でナトリウム漏えい事故が発生した際、
漏れた部屋に人が居ないことを確認後、窒素ガス
を注入し、燃焼を抑制する設備。

水切り（サイトへの搬入）状況
（３月２１日）

もんじゅ改造工事の本体工事完了

・ナトリウム漏えい対策に係る改造工事は、窒素ガス貯蔵タ
ンク据付工事を残すのみとなっていたが、５月１１日に消防
法に基づく危険物取扱所変更許可（改造工事全体）の完成
検査を、５月１４日に原子炉等規制法に基づく同タンクの使
用前検査をそれぞれ受検し、同タンクの据付工事を完了し
た。
・その後、窒素ガスを同タンクに充填したうえで、消防本部の
最終確認をいただき、５月２３日に完成検査済証の交付を
受け、改造工事の本体工事を完了した。

（写真は、窒素ガス貯蔵タンクの最終確認の状況）
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工事確認試験概要
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ナトリウム漏えいに対す
る改善に関する試験

○漏えいの早期検出、
漏えい量の抑制、漏え
いによる影響緩和等の
機能を確認する。

蒸発器ブローダウン性能
の改善に関する試験

２次冷却系温度計の交
換・撤去に関する試験

原子炉建物

原子炉格納容器

中間熱
交換器

１次主循環
ポンプ

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

（過
熱
器
）

２次
主循環
ポンプ

配管取付け直前の温度計

新設出口放出弁

出口放出
弁の元弁

新設配管

総合漏えい監視盤

蒸発器放出弁追加

蒸
気
発
生
器

（蒸
発
器
）

主要な工事確認試験

主な試験項目

・総合漏えい監視システム機能試験
・セルモニタ機能試験
・２次主冷却系ナトリウム漏えい検出装置確認試験
・２次冷却系ナトリウム充填試験
・２次主冷却系緊急ドレン模擬試験 など

○水漏えい信号を入力すること
により、蒸発器出入口放出弁が
「開」動作すること等を確認する。

○交換した温度計（14本／

ループ）の指示値にばらつ
きがないことを確認する。
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試験期間：平成18年12月19日～平成19年3月13日
試験状況：ナトリウム漏えい検出器、火災感知器、セルモニタ等約1000点の模擬信号を入

力し、総合漏えい監視システムがその信号の組合せを分析し、漏えいの有無､規模､場所
等を正しく判断し、適切な操作ガイドと併せてモニタに表示することを確認した。

RID：2次系主配管等の保温材内部のナトリウム漏えいを検出

CLD：1次系、2次系等の弁、タンク等の保温材内部のナトリウム漏えいを検出

SID,DPD：1次系主配管等の保温材内部又は外部のナトリウム漏えいを検出

↓

監視モニタ画面の例

漏えい情報

プロセス情報

火災情報

・漏えい検出器
・セルモニタ

・ナトリウム液位
など

・火災感知器

総
合
漏
え
い
監
視
サ
ー
バ

中央計算機等より模擬信号を入力し、
総合漏えい監視サーバにて、漏えい
場所・漏えい規模の判定及び適切な
操作ガイドとして判断され、モニターに
表示されることを確認する。

中

央

計

算

機

・漏えい検出器
-RID
-DPD
-CLD
-SID

・火災感知器
・セルモニタ

・安全保護信号
-ナトリウム液

位など

漏えいの疑いあり

判定II：保温材外漏えい

判定I：保温材内漏えい

判定III：大漏えい

単体検出器作動

複数検出器作動

監視モニター

総合漏えい監視システム

漏えい情報

プロセス情報

火災情報

・漏えい検出器
・セルモニタ

・ナトリウム液位
など

・火災感知器

総
合
漏
え
い
監
視
サ
ー
バ

中央計算機等より模擬信号を入力し、
総合漏えい監視サーバにて、漏えい
場所・漏えい規模の判定及び適切な
操作ガイドとして判断され、モニターに
表示されることを確認する。

中

央

計

算

機

・漏えい検出器
-RID
-

DPD
-
CLD

-
SID

・火災感知器
・セルモニタ

・安全保護信号
-ナトリウム液

位など

漏えいの疑いあり

判定II：保温材外漏えい

判定I：保温材内漏えい

判定III：大漏えい

単体検出器作動

複数検出器作動

複数検出器作動

監視モニター

総合漏えい監視システム

１．総合漏えい監視システム機能試験

（漏えい規模･場所の判定、操作ガイド試験）

複数検出器作動
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確認試験実施状況

(中央制御室での警報確認)

試験期間：平成19年3月26日～4月9日
試験概況：セルモニタ(約500点)からのナトリウム漏えい検

出模擬信号を入力し、警報・表示灯類の発報、点灯や換気
空調設備停止等が正常に作動することを確認するとともに、
併せて発報や作動までの時間が10秒以内となることを確

認した。

総合漏えい監視盤

監視盤

＜中央制御室＞

中央制御盤
ナトリウム

漏えい発生

ナトリウムナトリウム
漏えい警報

換気空調設備
停止信号

中継盤

熱感知器

煙感知器

セルモニタ

＜２次冷却系配管室など＞

ナトリウム配管

換気空調設備

換気空調設備の自
動停止を確認。
→換気空調設備を
停止することで、空
気をしゃ断し燃焼を
抑制

・セルモニタ作動警報
・ナトリウム漏えい警報
・ナトリウム漏えいループ識別表示灯
を確認

セルモニタ監視盤
から、Na漏えいの
模擬信号を入力

 

セルモニタ
セルモニタは、火災警報器と
同じ原理の煙感知器と熱感

知器からなるナトリウム漏
えい検知システム。

２．セルモニタ機能試験
(空気雰囲気セルモニタ機能確認試験)
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２次冷却系のガスサンプリング型漏え
い検出設備は、配管と内装板との間の
空気を常時吸引して漏えい検出器(RID)
に送り、微少なナトリウム漏えいを検
出するもの。

サンプリングの仕組み

２次系コールドトラップ下部での設置状況

接触型ナトリウム漏えい検出器(CLD)
は、漏れてきたNaで電極を短絡させ
ることにより、漏えいを検知する装
置で、電極は漏えいしたナトリウム
が接触しやすいようにタンク底部，
弁のベローズシール近傍，配管の下
部に取り付けられている。

試験期間：（接触型）平成19年4月10日～同12日、(RID型)平成19年4月18日～5月22日
試験概況：
・接触型漏えい検出器(約200点)から短絡信号を模擬入力し、中央制御室にて警報が発報し、

漏えい情報が漏えい監視システムに正しく表示されることを確認した。
・充填ドレン系のRIDサンプリングポンプを起動し、各ラインにおいて所定のサンプリング流量が
確保できること、RIDのバックグラウンドを確認した。

３-１．2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム漏えい検出装置確認試験)
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原
子
炉

中
間
熱
交
換
器

１
次
主
循
環

ポ
ン
プ

２
次
主
循
環

ポ
ン
プ

過
熱
器

蒸
発
器

タービン

発電機

放出弁

補
助
冷
却
設
備

空
気
冷
却
器

燃料出入設備

３-２．2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム充填試験 (1/3))

充填試験の対象となる２次主冷却系（黄色部分）

・Ｂループ：５月２３日～５月２４日 実施
・Ａループ：５月２５日～５月２６日 実施
・Ｃループ：６月５日～６月６日 実施予定
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②純化系電磁ポンプによる汲み上げ充填

①タンクへのアルゴンガス加圧による加圧充填 ③高所部の空気冷却器及び蒸気発生器

リングヘッダへの充填

２次主冷却系のナトリウム漏えい対策であるナトリウムドレン配管
の追加・大口径化、ドレン弁の電動化・多重化等の改造を踏まえた
充填手順に従い、ナトリウム充填が円滑に行えることを確認する。
ナトリウム充填手順は、以下の通りである。
①系統全体（タンク含む）の真空引き後、タンクへのアルゴンガス
加圧による加圧充填

②純化系電磁ポンプによる汲み上げ充填
③真空引きと電磁ポンプ運転による高所部の空気冷却器及び蒸
気発生器リングヘッダへの充填

充填試験の概要

３-２．2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム充填試験 (2/3))
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・Aループ充填量：約227ｍ3

・Bループ充填量：約200ｍ3

（トレンドデータはBループ
を示す。）

① ② ③

注：①～③の説明
①タンクへのアルゴンガス加圧による加圧
による加圧充填

②純化系電磁ポンプによる汲み上げ充填
③高所部の空気冷却器及び蒸気発生器
リングヘッダへの充填

２次主冷却系Ａ・Ｂループナトリウム充填試験結果速報

３-２．2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム充填試験 (3/3))
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ﾄﾞﾚﾝﾗｲﾝ
の増設

◎配管の大口径化とドレンライン(配管）
の増設、ドレン操作の簡単化により、
所要時間の短縮を図った。
※従来約50分→25分以下

◎弁を多重化して確実にドレンできる
　ようにした。

配管大口径化

配管大口径化

過熱器
蒸発器

循環ポンプ

オーバフロー配管

オーバフロータンク ダンプタンク

中間熱交換器

弁の多重化
弁の電動化

（他のドレン弁も同様）

緊急ドレン一括ス
イッチにより、緊急
ドレン操作を行い、
所定の時間(25分
以下）で、ナトリウ
ムドレンが行える
ことを確認する。

１弁故障を想定し
た緊急ドレン試験
では、１弁「閉」状
態で試験を実施。

本図は、Cループを示す。

３-３．2次冷却系関連試験
(２次主冷却系緊急ドレン模擬試験)
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ま と めま と め

・危険物取扱所変更許可に係る完成検査を5月23日に合格
し、本体工事を完了した。

・平成18年12月18日から工事確認試験を開始し、5月2４日
時点で全86試験項目中４１項目を終了した。

・現在、改造工事対象部位を含む2次冷却系ナトリウムの充
填・ドレン試験、緊急ドレン模擬試験等を実施中である。

・試験を通して得られる各種試験データに基づき、もんじゅの
安全な運転に努めていくとともに、今後のFBR開発に反映
させていく。


